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(
1
)
 

(
1
)
九
州
諸
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
た
如
く
い
ろ
い
ろ
複
雑
で
あ
る
が
、

の
系
譜
関
係
を
考
え
よ
う
と
す
る
。

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

九
州
諸
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
ー
系
譜
論
の
た
め
に

九
結
び
に
代
え
て
ー
付
表
（
表
一

l
表
五
）
と
付
図

八
ア
ク
セ
ン
ト
以
外
の
方
言
的
特
徴
に
つ
い
て

七
9. 

ノ‘ 五

西
南
部
式
諸
方
言
の
成
立

い
わ
ゆ
る
一
型
式
に
つ
い
て

四

豊
前
式
の
成
立

筑
前
式
と
西
南
部
式
と
の
分
派

筑
前
式
諸
方
言
の
成
立

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
分
派
の
時
期

九
州
諸
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
ー
系
譜
論
の
た
め
に

目

次

奥

九

州

諸

方

言

ア

ク

セ

ン

ト

の

系

譜

こ
こ
で
は
或
巨
視
的
な
立
場
か
ら
、
そ

村

雄
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o
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二
拍
語

次
の
如
き
事
が
言
え
よ
う
。
＾

(
2
)
 

巨
視
的
と
言
え
ば
、
本
稿
で
は
内
的
変
化
と
い
う
観
点
を
中
心
に
考
察
を
進
め
る
が
、

一
お
う
次
の
如
き
変
化
方

も
、
む
し
ろ
ア
ク
セ
ン
ト
現
象
の
特
性
と
い
う
様
な
面
に
関
係
す
る
。
即
ち
、
ア
ク
セ
ン
ト
は
衆
知
の
如
く
、
言
語
現
象
ー
ひ
い
て
は
人

文
的
諸
現
象
の
中
、
最
も
自
然
科
学
的
（
或
意
味
で
非
人
間
的
）
性
格
が
著
し
い
為
、
そ
の
変
化
も
内
的
変
化
と
し
て
説
明
す
べ
き
面
が
多

い
の
で
あ
る
。
例
え
は
国
語
史
一
般
に
お
け
る
外
国
語
の
影
親
閲
係
を
見
て
も
、
語
彙
論
的
な
面
な
ど
は
、
漠
語
や
西
洋
語
の
影
輝
が
極

め
て
著
し
い
が
、

(
2
)
所
で
、

ア
ク
セ
ン
ト
史
の
面
で
は
、
そ
れ
が
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

ア
ク
セ
ン
ト
変
化
を
い
わ
ゆ
る
内
的
変
化
の
面
か
ら
見
た
場
合
、

ね
分
化
の
条
件
が
は
っ
送
り
し
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
ろ

V

例
え
ば
九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
（
下
記
の
表
―

l
表
四
を
参
照
）
の
中
、

九
州
諸
方
再
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

そ
の
変
化
の
一
般
的
煩
向
性
と
し
て
は
、
さ
し
当
り

般
に
型
の
統
合
は
起
こ
り
易
い
が
、
型
の
分
化
は
起
こ
り
難
い
。
型
の
分
化
を
想
定
す
る
場
合
は
、
概

(
3
)
 

二
拍
名
詞
に
三
つ
の
型
が
存
す
る
豊
前
式
は
最
も
古
い
姿
を

示
し
、
各
地
の
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
は
最
も
新
し
い
姿
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
三
割
ア
ク
セ
ン
ト
で
も
、
豆
殿
式
は
、
助
詞
接
続
形
の

0
●

▽
型

(
I
I
I
m
類
の
第
二
拍
広
母
音
語
）
と

0
0
▼
型
（
同
第
一
．
拍
狭
母
音
語
）
の
対
立
に
関
し
、
第
一
＿
拍
母
正
口
の
広
狭
と
い
う
は
っ
き
り
し
た

分
化
条
件
が
認
め
ら
れ
る
故
、
二
型
の

G
（
旧
筑
前
）
式
か
ら
変
化
し
た
姿
と
見
ら
れ
る
。

(
2
.
1
)
更
に
一
般
的
抽
象
論
と
し
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
附
的
変
化
に
関
す
る
頻
向
性
を
考
え
た
場
合
、

(
5
)
 

向
が
多
く
、
そ
の
矢
印
に
逆
な
変
化
は
稀
で
あ
る
。

こ
れ
は
話
を
簡
単
に
す
る
為
と
い
う
事
よ
り
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な
ど
） な

お
、

〔

窄

〕

地
域
的
分
布
相
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
『
解
釈
と
鑑
賞
』

精
堂
刊
、
春
日
和
男
氏
編
）
の
拙
稿
な
ど
、

尤
も
、
右
記
は
あ
く
ま
で
、
内
的
変
化
と
し
て
の
一
般
的
な
領
向
性
で
あ
り
、
実
際
問
題
と
し
て
、
そ
の
逆
の
変
化
も
全
く
な
い
と
は

言
え
な
い
。
特
に
他
方
言
の
影
禦
な
ど
外
部
的
要
因
が
働
い
た
場
合
は
、
例
外
的
現
象
が
め
だ
つ
様
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
『
東
洋
語
研
究
』

3
号
や
『
国
語
と
国
文
学
』

50
巻
6
号
の
金
田
一
春
彦
氏
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

34
巻
8
号
・
『
国
語
学
』

104
集
・
『
新
編
国
語
史
概
説
』
（
有

と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
、
地
域
的
連
続
性
の
原
則
に
つ
き
略

(
3
)
 
一
方
、

述
し
て
お
こ
う
。

し
ば
し
ば
述
べ
た
事
が
あ
る
が
、

八
も
と
も
と
言
語
の
伝
播
は
、
特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
、
地
を
這
う
様
に
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
故
、
地
域
的
連
続
性
の
な
い

方
言
は
、
系
統
的
に
も
親
近
性
が
認
め
難
い
＞
と
い
う
の
が
、
こ
の
原
則
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
言
語
の
飛
躍
的
伝
播
と
い
う
特

殊
事
情
等
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
訳
で
、
問
題
も
残
る
が
‘
―
つ
の
原
則
と
し
て
無
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

(
3
.
1
)
先
ず
、
九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
（
下
記
第
九
項
の
分
布
図
を
参
照
）
は
巨
視
的
な
、

式
（
豊
前
・
豊
後
の
各
大
部
分
）

・
筑
前
式
（
筑
前
大
部
分
や
壱
岐
・
対
馬
）

・
一
型
式
（
日
向
・
筑
後
の
各
大
部
分
や
、
大
隅
北
部
・
肥
後
東
部
・
肥
前
北
部
等
）
の
四
グ
ル
ー
。
フ
に
分
か
ち
得
る
が
、
こ
の
場
合
、
そ

の
各
グ
ル
ー
。
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
的
に
連
続
し
た
一
地
帯
を
な
す
事
も
、
見
逃
せ
な
い
所
で
あ
ろ
う
。

ま

た

薩

南

枕

崎

や

種

子

島

北

部

あ

た

り

の

ア

ク

セ

ン

ト

は

、

表

―

―

・

表

四

の

E
式
（
つ
ま
り
西
南
部
式
の
祖
ア
ク
セ

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜
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〕

〔
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〕

●

●

●

↓
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●
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↓

o
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拍
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〔厄〕

型
の
姿
か
ら
見
て
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〔

8
〕

〔

9
〕

●

0

0

↓

0
●

0
↓

0

0
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〔

la〕
●

0

0

 

ー＼
 

／
 
0

0

0

↓

●

●

0
 

＂10
〕

／

0

●

0

〕
Q
 

ーー
〔

型
式
の
異
同
関
係
か
ら
し
て
、

•
西
南
部
式
（
薩
隅
大
部
分
や
、
肥
後
西
部
・
肥
前
南
部
、
及
び
各
属
島

豊
前
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式）

そ
れ
ら
を
隣
接
諸
方
言
と
切
り
離
し
て
古
い
姿
と
見
な
す
の
は
、

題
が
あ
る
故
、
本
稿
で
は
「
枕
崎
式

IIE式
」
と
い
う
断
定
を
さ
し
控
え
た
。

更
に
表
四
で
は
、

I
I
I
類
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
い
て
か
な
り
の
差
が
認
め
ら
れ
る
藤
津
式
・
杵
島
式
・
北
肥
後
式
の
三
者
を
一
グ
ル
ー

。
フ
と
見
な
し
た
が
、

こ
れ
も
、
皿

W
>
類
ア
ク
セ
ン
ト
の
共
通
性
と
い
う
事
の
他
、
地
域
的
連
続
性
の
面
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
3
.
2
)
地
域
的
連
続
性
と
言
え
ば
、
地
続
き
で
な
く
て
も
、
舟
便
が
陸
上
交
通
以
上
の
意
味
を
も
つ
様
な
場
合
は
、

の
地
域
的
連
続
性
と
も
見
な
し
得
る
。

例
え
ば
表
三
で
、
郷
浦
式
（
壱
岐
大
部
分
）
と
勝
本
式
（
壱
岐
西
北
部
）
の
相
関
性
や
、

関
係
よ
り
も
、
勝
本
式
と
降
式
の
親
近
性
を
重
視
し
た
事
な
ど
は
、

ヵ

八
曽
っ
て
勝
本
か
ら
対
馬
（
主
と
し
て
厳
原
）
へ
の
海
上
交
通
が
、
各
島
内
の
陸
上
交
通
よ
り
便
利
だ
っ
た
＞
時
代
の
存
在
を
示
す
の
で
あ

ろ
う
。
現
に
、
対
馬
な
ど
は
ご
く
最
近
ま
で
、
島
内
の
交
通
に
も
舟
便
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(
3
.
3
)
な
お
、
地
域
的
連
続
性
と
い
う
事
を
ご
く
形
式
的
に
解
釈
す
る
と
、

A
B
C
型
分
布
に
お
い
て

A
↓
C
↓
B
と
い
う
様
な

変
化
の
想
定
は
な
る
べ
く
避
け
る
べ
き
な
の
で
あ
る
が
、

八
豊
前
式
（
九
州
東
北
部
）

・
一
型
式
（
九
州
中
部
）

•
西
南
部
式
＞
の
如
き
ア
ク
セ
ン
ト
分
布
（
下
記
分
布
図
を
参
照
）
に
お
い
て
、

で
は
、

A

（
豊
前
式
）
↓
C
（
西
南
部
式
）
↓
B
（
一
型
式
）
の
変
化
を
想
定
し
た
。
即
ち
、
八
九
州
全
体
が
も
と
も
と
豊
前
式
だ
っ
た
が
、

薩
隅
及
び
日
向
・
肥
前
肥
後
地
方
が
一
旦
、
概
ね
西
南
部
式
に
変
化
し
、
そ
の
中
、
異
っ
た
ア
ク
セ
ン
ト
ー
つ
ま
り
豊
前
式
（
及
び
筑
前

に
接
続
す
る
地
帯
が
、
更
に
一
型
式
に
変
化
し
た
＞
と
い
う
様
な
考
え
方
も
充
分
成
立
し
得
る
わ
け
で
あ
る
。

(
4
)
と
も
あ
れ
、
か
か
る
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜
考
察
方
法
に
つ
い
て
は
、

ン
ト
）
に
酷
似
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

実
際
問
題
と
し
て
は
、

本
稿

必
ず
し
も
そ
う
理
屈
通
り
に
は
行
か
な
い
。
例
え
ば

一
見
、
地
域
的
連
続
性
の
原
則
に
矛
盾
す
る
様
だ
が
、

つ
ま
り
は
、

地
域
的
連
続
性
の
面
で
多
少
問

こ
れ
を
或
種

峰
式
（
対
馬
大
部
分
）
と
豆
殴
式
（
対
馬
南
部
）
の

い
ろ
い
ろ
問
題
も
残
る
訳
で
あ
る
が
、
以
下
と
り

あ
え
ず
、
如
上
の
観
点
か
ら
し
て
、
九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
統
関
係
を
具
体
的
に
考
察
し
て
み
よ
う
。
な
お
本
稿
で
は
、
そ
の
考
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察
結
果
を
、
第
九
項
の
表
―

l
表
五
及
び
分
布
図
の
形
で
示
し
た
故
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
さ
れ
た
い
。

（
表
五
を
参
照
）

豊
前
式
は
九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
古
い
姿
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
他
の
日
本
語
諸
方
言

の
場
合
と
同
様
、
一
お
う
名
義
抄
式
か
ら
の
分
派
と
見
ら
れ
る
。
所
で
、
名
義
抄
式
か
ら
豊
前
式
へ
の
変
化
に
関
し
て
は

表
一
の
A
式
•
B

式
の
如
き
中
間
段
階
が
想
定
さ
れ
る
。

(
2
)
 

豊
前
式
の
成
立

こ
の
場
合
、
名
義
抄
式
↓
A
式
に
お
け
る

II
類
及
び
＞
類
の
変
化
は
や
や
特
殊
な
様
だ
が
、

核
つ
ま
り
音
の
下
り
め
の
有
る
型
）
の
回
避
領
向
と
言
え
よ
う
か
。
即
ち
、

II
類
及
び
＞
類
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
無
核
型
（
ア
ク
セ
ン
ト
核
の
無
い

型
）
化
が
起
こ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

I
類
及
び

W
類
に
合
併
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
言
え
ば
、

1
.
I
I
類
の
合
併
と

w
.
V類
の
合
併

と
は
相
互
に
関
係
が
あ
る
ら
し
く
、
北
奥
・
越
後
・
遠
州
・
出
雲
・
九
州
な
ど
、

I
.
I
I
類
の
合
併
し
て
い
る
方
言
で
は
、

w.
＞
類
の

区
別
が
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
例
外
的
存
在
と
し
て
、
出
雲
西
北
部
方
言
で
は
、
従
来
の
説
に
反
し
て

w
.
V類
の
区
別
が
或
程
度
認
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
例

え
ば
簸
川
郡
大
社
町
あ
た
り
で
は
、

I
.
I
I
類
が
完
全
に
合
併
し
て
い
る
の
に
、

N
.
＞
類
の
区
別
が
認
め
ら
れ
、
「
息
・
帯
・
錐
・
麦
」

な
ど

w類
の
第
二
拍
狭
母
音
語
は

0
●

l
o
o▼
型
、
＞
類
の
第
二
拍
狭
母
音
語
「
秋
・
鯉
・
鶴
・
春
」
な
ど
は
●

O"-'●
0
▽
型
を
と

(
6
)
 

る
。
な
お
精
査
の
余
地
も
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
一
お
う
、
表
五
の
旧
出
雲
式
が
想
定
さ
れ
よ
う
か
。
こ
れ
は
、
名
義
抄
式
の

W
類
が
前
記

〔
2
〕
及
び
〔
6
〕
の
変
化
を
起
こ
し
て

IlI
類
と
合
併
し
た
為
、

A
式
（
つ
ま
り
九
州
諸
方
言
の
祖
ア
ク
セ
ン
ト
）
と
袂
を
分
か
っ
た
事
に
な

る
。
尤
も
、
狭
母
音
拍
が
ア
ク
セ
ン
ト
核
を
保
ち
難
い
と
い
う
出
雲
方
言
の
特
徴
が
、
ず
っ
と
古
く
ま
で
測
り
得
る
な
ら
ば
、
こ
の
旧
出

雲
式
は
極
め
て
影
が
薄
く
な
り
、
か
な
り
早
く
か
ら
大
社
式
ア
ク
セ
ン
ト
ヘ
の
動
き
が
存
し
て
い
た
事
に
な
る
。

(
2
.
1
)
表
五
に
示
す
如
く
、
九
州
や
出
雲
な
ど
辺
域
諸
方
言
で
は
、
名
義
抄
式
の

I
.
I
I
類
が
合
併
し
て
京
都
語
と
袂
を
分
か
っ

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

(
1
)
前
述
の
如
く
、

つ
ま
り
は
、
有
核
型
（
ア
ク
セ
ン
ト
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た
訳
だ
が
、

そ
の
分
派
は
当
然
、
京
都
語
で

II.III
類
が
合
併
し
た
南
北
朝
頃
以
前
に
起
こ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、

I
.
I
I
I

(
8
)
 

類
の
合
併
し
て
い
る
讃
岐
式
諸
方
言
（
表
五
を
参
照
）
も
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。

(
2
.
2
)
な
お
、
表
ー
の
名
義
抄
式
↓
A
式
に
お
け
る

II
類
の
無
核
型
化
に
、
つ
い
て
は
、
助
詞
が
高
く
付
い
て
い
た
為
、
第
二
拍
も

高
く
な
っ
た
と
い
う
様
な
事
情
も
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
単
独
語
形
の
無
核
型
化
に
関
し
て
は
、
「
石

1
1
.。
（
図
書
寮
本
名
義
抄
―
―
―
三
）

イ

シ

ゞ

ノ

イ

シ

ズ

エ

↓
石
橋

11
.
.
.
 
。
（
同
一
四
九
）
、
礎

11
.
.
.
.
 （
同
一
五
三
）
」
等
々
、
名
義
抄
に
お
け
ろ
複
合
語
前
部
成
素
の
無
核
型
化
煩
向
も

考
え
合
わ
さ
れ
る
。
更
に
助
詞
接
続
形
に
つ
い
て
言
え
ば
、
名
義
抄
式
の
＞
類
は

O
U
▽
型
を
原
則
と
す
る
様
だ
が
、

A
式
が
分
派
し
た

ど
は
、

頃
の
京
都
語
で
は

0
e▼
の
如
き
状
態
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
特
殊
変
化
と
言
え
ば
、
表
五
の
丸
亀
式
に
お
け
る
川
類
の
高
平
型
化
な

A
式
や
旧
出
雲
式
に
お
け
る

II
類
の
高
平
型
化
よ
り
も
一
屑
特
殊
な
現
象
と
見
な
さ
れ
よ
う
か
。

一
方
、
表
一
の

A
式
↓

B
式
及
び

B
式
↓
豊
前
式
の
変
化
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
前
述
第
一
項

(
2
.
1
)
の
如
き
ア
ク
セ
ン
ト
核

の
後
退
傾
向
と
し
て
説
明
で
き
そ
う
で
あ
る
。
即
ち
、

A
式
↓

B
式
に
関
し
て
は
、
旧
類
が
前
記
か
翌
〕
及
び
〔
伍
〕
の
変
化
を
起
こ

し、

W
>
類
が
分
2
〕
及
び
〔
6
〕
の
変
化
を
起
こ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

B
式
↓
豊
前
式
に
関
し
て
は
、

I
I
l
類
が
〔
1
〕
及
び

〔
5
〕
の
変
化
、

III
類
が
〔
4
〕
及
ひ
〔
8
〕
の
変
化
、
ハ
＞
類
が
紅
ぢ
及
び
応
門
〕
の
変
化
を
、

の
で
あ
る
。

尤
も
、
右
記
I
.
I
I
類
に
関
す
る
〔
1
〕
及
び
〔
5
〕
の
変
化
は
、
或
は

B
式
に
お
い
て
既
に
起
こ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し、

A
式
に
お
い
て
そ
の
変
化
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

A
式
の
状
態
で
そ
の
変
化
が
起
こ
る
と
、

I
.
I
I
類
の
単
独

語
形
が

I
V
.
V
類
と
合
併
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

III
類
と

I
V
.
V
類
と
は
、
結
局
同
様
の
変
化
過
程
を
た
ど
っ
た
事
に
な
る

が、

m類
の
変
化
は
常
に

I
V
.
V
類
の
場
合
よ
り
一
歩
ず
つ
先
ん
じ
た
は
ず
で
あ
る
。

w
.
V
類
の
変
化
が

III
類
に
追
い
つ
く
と
、

III
類

と
w
.
V
類
の
合
併
が
起
こ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
3
)
 

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

そ
れ
ぞ
れ
起
こ
し
た
と
見
ら
れ
る
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九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
講

の
三
者
に
分
か
ち
得
る
が
、
そ
の
一
型
式
は
他
の
二
者
か
ら
更
に
変
化
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

(
2
)
つ
ま
り
は
、
八
豊
前
式
の

I
.
I
I
類
が
変
化
し
て

III
類
に
近
づ
い
て
行
っ
た
＞
の
が
筑
前
式
、
八
皿
翌
則
式
の

I
V
.
V
類
が

III
類

に
合
併
し
た
＞
の
が
西
南
部
式
と
い
う
事
に
な
る
訳
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
、
表
二
の

C
式
の
如
き
状
態
を
経
て
分
派
し

(
7
)
 

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

C
式
は
、
豊
前
式
の

I
.
I
I
類
が
〔
6
〕
の
変
化
を
起
こ
し
た
も
の
。
新
豊
前
式
と
し
て
、
豊
前
・
豊
後
地

(
2
.
1
)
C
式
↓
D
（
旧
筑
前
）
式
の
変
化
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
。

し、

III
類
と
の
合
併
に
一
歩
動
き
だ
し
た
の
が
、

D
式
と
い
う
事
に
な
る
。

(
2
.
2
)
 

筑
前
式
と
西
南
部
式
と
の
分
派

か
ら
変
化
し
た
九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
（
下
記
の
分
布
図
を
参
照
）
は
、

•
西
南
部
式
（
薩
隅
や
肥
後
西
邪
・
肥
前
南
部
及
び
属
島
各
地
）

こ
れ
に
対
し
、
西
南
部
諸
方
言
に
お
け
る

III
類
と

I
v
.
V
類
の
合
併
過
程
に
つ
い
て
は
、
調
価
の
面
に
問
題
が
あ
る
が
、

一
お
う

E
式
の
姿
を
経
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

E
式
の
場
合
、
「
助
詞
接
続
形
は
、

C
式
の

w
.
>類
が
〔
8
〕
の
変
化
を
起
こ

し
て
I
I
I類
と
合
併
し
た
訳
だ
か
ら
、
箪
独
語
形
も
そ
れ
に
準
じ
て
〔
4

〗
の
変
化
を
起
こ
し
、
0
●
型
を
と
っ
た
」
と
見
る
立
場
が
あ
り

そ
う
だ
が
、
こ
の
考
え
方
は
、
単
独
語
形
の

w
.
V類
が

I
.
I
I
類
に
合
併
し
て
し
ま
う
と
い
う
欠
点
か
あ
る
。
そ
う
言
え
ば
、
助
詞
接

続
形
に
お
け
る
●
O
~
O
●
▽
の
領
向
は
必
ず
し
も
異
と
し
な
い
訳
で
、
現
在
九
州
西
南
部
に
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
。

更
に
こ
こ
で
注
目
す
べ
告
は
、
こ
の

E
式
に
酷
似
し
た
方
言
が
、
薩
南
枕
崎
や
種
子
島
北
部
あ
た
り
に
現
存
す
る
と
い
う
事
で
あ
ろ

う
。
勿
論
、
こ
れ
ら
の
方
言
も
そ
れ
ぞ
れ
周
囲
の
影
細
が
著
し
い
は
ず
で
あ
る
故
、
枕
崎
や
北
種
子
島
方
言
の
み
を
薩
南
諸
方
言
と
切
り

離
し
て
、
い
わ
ゆ
る
西
南
部
式
の
古
い
姿
と
見
る
の
は
、
地
域
的
連
続
性
と
い
う
面
で
問
題
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
実
際
面
で
も
、
枕
崎
方

方
に
或
程
度
認
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

ー

C
式
の

l
.
I
I
類
が
〔
2
〕
及
び
〔
咋
〕
の
変
化
を
起
こ

6
 

(
1
)
豊
前
式
（
豊
後
地
方
も
）

（
筑
前
の
他
、
壱
岐
対
馬
地
方
を
含
む
）

・
一
型
式
（
日
向
や
東
肥
後
・
北
肥
前
な
ど
）

巨
祝
的
に
見
て
、

筑

前

式



▼
(
C式
）
↓

0
0
·
0
0

▽
(
D
式
）
・
・
~
●
●
●
▽

(
F
式
）

る
に
至
っ
た
訳
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、

A
。
•
•
o
●
▼
（
豊
前
式
）
↓
°
•
•
O
O

↓

°
•
•
O
●
▽
>
の
如
き
変
化
が
起
こ
っ
て
、
I
I
I類
と
同
形
を
と

形
式
的
理
論
か
ら
す
れ
ば
、

F
式
の
様
な
や
や
こ
し
い
型
を
想
定
せ
ず
、

A
0
0
・
0
0
▼

(
C
式
）
↓
●
〇
●
●
0
▽
↓
°
•
•
O

●
▽
>
の
如
き
変
化
過
程
を
考
え
た
方
が
簡
明
な
様
で
あ
る
が
、
こ
の
考
え
方
で
は
、

I
.
I
I

類
が
●
〇
●
●
〇
▽
型
を
と
っ
た
時
に
、

w
.
V
類
と
合
併
し
て
し
ま
う
は
ず
で
あ
る
故
、
採
用
で
き
な
い
。
勿
論
、
表
三
の

F
式
の
単

独
形
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の
余
地
（
例
え
ば
第
二
拍
は
、
高
音
に
も
低
音
に
も
発
音
さ
れ
得
た
と
い
う
様
な
見
方
も
あ
る
）
が
あ
る
が
、

(
2
)
筑
前
や
壱
岐
の
大
部
分
（
対
馬
南
部
も
）
で
は
、

(
1
)壱
岐
対
馬
地
方
を
含
む
筑
前
諸
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
概
ね
表
二
及
び
表
三
の
D

式
•
F

式
の
如
き
状
態
を
経
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

四
筑
前
式
諸
方
言
の
成
立

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

豊
前
式
の

I
.
I
I
類
に
関
し
、

言
は

I
I
I
.
w
.
V
類
が
●
●
▽

i
o●
▽
の
ユ
レ
を
示
し
、
北
種
子
島
で
は

I
.
I
l
類
が

0
0
▼

i
o●
▼
の
ユ
レ
を
示
す
事
な
ど
、

E

式
と
異
る
面
も
若
干
存
す
る
。
金
田
一
春
彦
氏
説
（
教
育
出
版
社
刊
『
日
本
の
方
言
』
四
六
頁
）
の
如
く
、
「
現
在
枕
崎
方
言
は
、
鹿
児
島
式
↓

(
9
)
 

一
お
う
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
金
田
一
氏
説
に
も

I
I
I
-
r
n
W
V
 

0
●
―
●

01 

上
甑
島
江
石
式
を
経
て
成
立
し
た
最
も
新
し
い
姿
」
と
考
え
る
立
場
も
、

問
題
は
存
す
る
訳
で
、
特
に
、
八
単
独
語
形
が
｀

□
-0。IV●>

た
＞
事
情
な
ど
、
充
分
説
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

現
在
の
枕
崎
式
（
種
子
島
北
部
を
含
む
）
ア
ク
セ
ン
ト
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
尚
検
討
の
余
地
が
多
い
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
西
南

部
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
が
表
二
の

E
式
の
如
き
状
態
を
経
た
も
の
で
あ
る
事
は
動
く
ま
い
。
右
記
金
田
一
氏
説
で
も
や
は
り
、
本
稿
の

E

式
に
準
ず
る
姿
を
、
西
南
部
諸
方
言
の
祖
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
い
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
金
田
一
氏
は
、
西
南
部
式
の
祖
語
ア
ク
セ
ン
ト

と
、
最
も
新
し
い
枕
崎
式
と
が
偶
然
に
同
じ
姿
を
と
っ
た
と
見
な
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。

の
如
き
上
甑
島
式
か
ら
、

と
も

の
如
き
枕
崎
式
に
変
化
し
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類
の
第
一
一
拍
狭
母
音
語
は
、

現
在
博
多
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
や
は
り
表
―
―
一
の
博
多
式
の
如
く
見
な
す
べ
き
も
の
の
様
で
あ
る
。

9, 
.

.

.

 -
I
I
l
 W
>

(

1

0

)

 

-
（
広
）
戸
狭
）
の
如
き
状
態
だ
と
言
っ
が
、
実
際
問
題
と
し
て
、

l
.
I
I

m
 

。
•
-
.
。

田
一
氏
説
に
よ
る
と
、
現
在
福
岡
市
ア
ク
セ
ン
ト
は
、

▽
-

0
●

▽

●

0
 

「
配
．
鰤
．
雷
．
力
鸞
・
予
．
叫
．
叫
．
工
．
配
．
髯
．
匂
．
叫
．
酎
．
鵬
記
如
記
．
虹

た
だ
こ
の
場
合
、

以
上

即
ち
、
右
記
金

あ
れ
C
式
の
状
態
か
ら
、
●

0
.
.
 
。
▽
型
を
経
由
し
な
い
で
。

•
•
O
●
▽
型
に
到
達
す
る
に
は
、
本
稿
D
式
•
F

式
の
如
き
過
程
を

(
2
.
1
)
こ
れ
に
対
し
、
対
馬
大
部
分
（
峰
式
）
や
壱
岐
西
北
部
（
勝
本
式
）
等
は
、

I
.
I
I
類
が
●

0
●
●
0
▽
型
と
な
っ
て

N
.

＞
類
に
合
併
し
て
い
る
故
、
D
式
•
F

式
を
経
由
せ
ず
、
C

式
か
ら
直
接
的
に
変
化
し
た
も
の
と
も
言
え
そ
う
だ
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
地
域
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
み
を
、
筑
前
や
壱
岐
・
対
馬
大
部
分
の
そ
れ
と
別
系
統
の
も
の
と
考
え
る
の
は
、
地
域
的
連
続
性
の
面
か
ら
不

合
理
で
あ
る
故
、

(
3
)
と
も
あ
れ
、
本
稿
の
い
わ
ゆ
る
筑
前
式
諸
方
言
（
表
三
を
参
照
）
は
、

A
概
ね
二
拍
名
詞
ア
ク
セ
ン
ト
が
、

及
び
〔
●
0•. 

。
▽
〕
の
二
型
で
あ
り
、
面
も
、

し
い
。
前
記
筑
前
式
諸
方
言
内
の
対
立
も
、

の
郷
浦
式
と
見
な
し
、
壱
岐
大
部
分
を

G
式
と
見
る
」
様
な
説
（
金
田
一
氏
『
日
本
の
方
言
』
一
:
1
0
頁
ー
等
）
も
存
す
る
の
で
あ
る
。

所
、
表
三
の
博
多
式
と
郷
浦
式
と
の
差
は
大
変
著
し
い
様
だ
が
、
実
際
問
題
と
し
て
そ
の
判
別
は
容
易
で
な
い
面
も
あ
る
。
何
れ
に
し
て

も

I
.
I
I
.
I
I
I類
に
は
〔
°
•
•
O

●
▽
〕
及
び
〔
●
0

●
●
0
▽
〕
の
両
型
が
存
す
る
訳
で
、
八
そ
の
後
者
が
I
.
I
I
.
I
l
l類
を
通
じ

少
数
勢
力
と
し
て
存
す
る
＞
の
が
博
多
式
で
あ
り
、
八
そ
れ
が
概
ね

I
.
I
I
類
の
第
一
一
拍
狭
母
音
語
に
限
ら
れ
る
＞
の
が
郷
浦
式
と
い
う

次
第
。
同
一
方
言
で
も
、
人
に
よ
り
場
面
に
よ
り
ま
た
調
査
語
彙
の
選
び
方
に
よ
っ
て
、
そ
の
間
を
ユ
レ
る
と
い
う
事
も
、
充
分
あ
り
得

る
事
な
の
で
あ
る
。

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

一
見
し
た

III
類
は
前
者
、

w
.
V類
は
後
者
の
型
に
落
ち
着
い
て
い
る
▽
な
ど
、
共
通
性
が
著

実
際
面
で
は
か
な
り
相
対
的
な
問
題
が
多
く
、

例
え
は
「
現
在
博
多
方
言
を
本
稿
（
表
三
）

一
お
う
表
―
―
一
の
如
き
系
語
を
想
定
し
た
。

想
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

[°••O
••]
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I

類
語
）
、
石
・
垣
・
鍵
．
蝉
・
旅
・
梨
・
夏
・
肘
・
冬
•
町
・
雪
（
以
上1
1類
語
）
…
…
」
な
ど
、
そ
の
大
部
分
が
°
•
•
O
●
▽
型
を

と
る
。
ま
た
逆
に
、

I
.
I
I
類
第
二
拍
広
髯
音
語
で
も
、
「
姉
・
癒
．
笛
（
以
上
I
類
語
）
、
痣
（
以
上
11
類
語
）
…
…
」
な
ど
、
●
0•. 

0
▽
型
が
若
干
認
め
ら
れ
る
。
更
に
は

III
類
語
で
も
、
「
麻
・
貝
・
靴
・
桑
．
茄
子
・
海
苔
・
孫
・
股
：
…
・
」
な
ど
、
●
〇
●
●
〇
▽
型

が
或
程
度
存
す
る
の
で
あ
る
。
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』

18
号
拙
稿
そ
の
他
も
参
照
の
事
。

そ
う
言
え
ば
演
繹
的
に
見
て
も
、
第
二
拍
母
音
の
広
狭
が
ア
ク
セ
ン
ト
型
に
影
響
す
る
と
い
う
の
は
、
博
多
方
言
よ
り
郷
浦
式
（
壱
岐
大

部
分
）
に
ふ
さ
わ
し
い
現
象
と
言
え
よ
う
。
例
え
ば
豆
殴
・
内
院
な
ど
対
馬
南
部
で
は

I
.
I
l
.
I
I
I
類
、
厳
原
・
峰
な
ど
対
馬
大
部
分
で

は
III
類
に
関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
表
三
の
如
く
、
第
二
拍
母
音
の
広
狭
が
ア
ク
セ
ン
ト
型
に
影
蓉
す
る
が
、
九
州
本
島
内
で
は
、
そ
の
様
な
領

向
が
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

八
第
二
拍
狭
母
音
語
が
〇
●
▽
型
を
保
ち
得
ず
、

化
を
起
こ
し
＞
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
豆
殷
・
内
院
式
及
び
厳
原
式
の
如
き
姿
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
、
言
を
ま
つ
ま
い
。

西
南
部
式
諸
方
言
の
成
立

(
1
)
西
南
部
諸
方
言
は
何
れ
も
A
I
.
I
I
/
1
1
1
.
w
.
V
>
と
い
う
簡
単
な
調
類
体
系
を
有
し
て
い
る
。
諸
方
言
相
互
間
の
対
立
は

誠
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
も
の
で
あ
り
、
表
四
の
如
き
系
譜
関
係
に
つ
い
て
も
種
々
問
題
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
稿
で
西
南
部
式

の
古
い
姿
と
見
な
し
た

E
式
と
、
金
田
一
氏
が
最
も
新
し
い
姿
と
見
な
さ
れ
た
枕
崎
方
言
と
が
概
ね
一
致
す
る
事
な
ど
、
前
述
の
如
く
な

の
で
あ
る
。

(
2
)
具
体
的
な
調
価
の
異
同
は
、
表
四
に
示
す
如
く
複
雑
で
あ
る
が
、
先
ず

I
.
I
I
類
の
場
合
は
、
巨
視
的
に
見
て
概
ね
次
の
如
き

変
化
が
想
定
さ
れ
る
。 五

(
3
.
1
)
G
（
旧
博
多
式
）
式
及
び
勝
本
式
に
お
い
て
、

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

0
●
▽
↓
●

0
▽
の
変
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(
3
)
 

右
記
宮
之
浦
式
の
助
詞
接
続
形
は
、

E
式
か
ら
〔
伍
〕

の
変
化
を
起
こ
し
た
も
の
。

そ
の
単
独
語
形
は
、

一
方
、
肥
後

或
い
は
、
宮

や
薩
摩
北
部

●

O
・
O
●
▽
（
鹿
児
島
式
）
↓
0
() • 

0
●
▽
（
栗
生
式
）

＼
 

。
・
・
④
〇
▼

(
E
式
）
↓
●
0•. 

。
▽
（
宮
之
浦
式
）

メ
・
。
●
●
●
▽
（
長
崎
式
）

て、

E
式
か
ら
〔
2
〕
及
び
〔
如
〕
の
変
化
が
起
こ
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
か
。

（
長
島
西
部
等
）

北
部
（
玉
名
郡
等
）
や
佐
賀
県
南
部
（
藤
津
郡
等
）
あ
た
り
で
は
、

之
浦
式
か
ら
の
変
化
過
程
と
見
る
べ
き
か
。

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

O
O
型
を
中
間
段
階
と
し

屋
久
島
中
央
部
し
（
宮
之
浦
・
尾
之
間
等
）

・
肥
前
中
部
（
三
河
内
等
）
あ
た
り
に
散
見
さ
れ
る
。

鹿
児
島
式
は
宮
之
浦
式
の
助
詞
接
続
形
が
〔
8
〕
の
変
化
を
起
こ
し
た
も
の
。
鹿
児
島
県
過
半
や
南
肥
後
・
薩
南
諸
島
各
地
な
ど
に
か

な
り
広
く
認
め
ら
れ
る
。
屋
久
島
の
尾
之
間
・
一
湊
や
肥
前
の
早
岐
あ
た
り
で
は
、
●
0
▽

l
o●
▽
の
ユ
レ
が
認
め
ら
れ
、
或
意
味
で

の
過
渡
期
的
性
格
を
示
す
。

長
崎
式
の
助
詞
接
続
形
●
●
▽
は
、
概
ね
右
記
鹿
児
島
式
の
北
方
ー
つ
ま
り
肥
前
や
北
肥
後
地
方
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
鹿

児
島
式
の
〇
●
▽
型
に
比
し
安
定
性
に
乏
し
い
様
で
あ
る
。
例
え
ば
表
四
の
杵
島
式
地
方
（
佐
賀
県
中
部
）
で
は
、
●
●
▽

l
o●
▽
の
ユ

レ
が
認
め
ら
れ
る
し
、
ま
た
長
崎
市
な
ど
長
崎
県
南
部
地
方
で
も
、
ぞ
ん
ざ
い
な
発
音
で
は
時
に
〇
●
▽
型
が
聞
か
れ
る
。

し
ば
し
ば
●
●
▽

l
●
0
▽
の
ユ
レ
が
認
め
ら
れ
る
が
、

栗
生
を
は
じ
め
永
田
・
楠
川
な
ど
屋
久
島
周
辺
部
や
、
天
草
島
一
部
の
単
独
語
形
0
C
型
は
、
古
い

E
式
に
似
た
面
も
あ
っ
て
注
目
さ

れ
る
が
、
助
詞
接
続
形
の
〇
●
▽
型
を
古
い
姿
と
見
る
事
は
難
し
い
。
そ
の
単
独
語
形
も
つ
ま
り
は
、
助
詞
接
続
形
等
の
影
署
で
鹿
児
島

式
か
ら
変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
〇
●
型
に
な
る
と

r
n
.
w
.
V類
と
衝
突
す
る
為
、
そ
れ
を
避
け
る
必
要
が
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。

一
方
、
表
四
の
西
南
部
諸
方
言
の

r
n
.
w
.
V類
に
つ
い
て
は
、
概
ね
次
の
如
き
変
化
過
程
が
考
え
ら
れ
る
。

0
 
•· 

0
 0
▼
（
南
肥
後
式
）

0
●
●
●
0
▼
（
上
甑
島
式
）

＼
 

＼
 

●

O
・
O
●
▽

(
E
式
）
↓
0•· 

0
●
▽
（
宮
之
浦
式
）

/
 

¥
。

•
•
O
O

▼
（
長
島
式
）

0
0
・
 0
 0

▽
（
藤
津
式
）
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り
し
な
い
面
が
あ
る
。

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

単
独
語
形
に
関
す
る

E
式
↓
宮
之
浦
式
の
変
化
は
問
題
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
助
詞
接
続
形
の
影
署
と
い
う
様
な
事

情
の
他
、

I
.
I
I
類
単
独
語
形
と
の
関
係
な
ど
も
考
え
合
わ
す
べ
き
だ
ろ
う
。
前
述
の
如
く
、

E
式
で
は

I
.
I
I
類
の
単
独
形
が

0
●
型

だ
っ
た
為
、

I
l
I
.
w
.
V
類
は
そ
れ
と
の
衝
突
を
避
け
て
●
O
型
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
宮
之
浦
式
で
は

I
.
I
I
類
が
●
O
型

に
な
っ
た
為
、

I
l
I
.
w
.
V
類
が
〇
●
型
を
と
り
得
る
様
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

宮
之
浦
式
は

E
式
と
異
り
、

ど
各
地
で
、
か
な
り
そ
の
分
布
が
見
ら
れ
る
が
、
屋
久
島
（
宮
之
浦
の
他
、
平
内
あ
た
り
に
も
そ
の
領
向
が
あ
る
）
や
肥
前
の
三
河
内
・
早
岐
な

こ
れ
も
或
意
味
で
、
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
安
定
性
を
示
す
と
言
え
よ
う
か
。

E
式
に
該

当
す
る
方
言
と
し
て
は
、
せ
い
ぜ
い
枕
崎
や
種
子
島
北
部
あ
た
り
が
挙
げ
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、
而
し
て
そ
れ
も
偶
然
の
相
似
と
見
る
立

場
が
あ
り
得
る
事
、
前
述
の
如
く
な
の
で
あ
る
。

長
島
式
は
宮
之
浦
式
の
皿
．

w.
＞
類
助
詞
接
続
形
が
前
記
〔
9
〕
の
変
化
を
起
こ
し
た
も
の
。
右
記
宮
之
浦
式
よ
り
も
更
に
安
定
的

な
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
ら
し
く
、
鹿
児
島
県
大
部
分
や
長
崎
県
南
部
・
薩
南
諸
島
各
地
に
広
く
認
め
ら
れ
る
。
宮
之
浦
あ
た
り
で
も
稀
に

0
0
▼
型
が
聞
か
れ
る
の
で
あ
る
。

右
記
の
長
島
式
に
比
し
、
南
肥
後
式
の

0
@▼
型
は
、
宮
之
浦
式
か
ら
の
変
化
と
し
て
、

は
言
え
な
い
。
現
に
宮
之
浦
式
の
三
河
内
・
早
岐
あ
た
り
で
は
、

0
●
▽

i
o●
▼
の
ユ
レ
が
時
に
認
め
ら
れ
、
そ
の
過
渡
期
的
存
在
と

も
見
な
さ
れ
る
し
、
ま
た
北
薩
摩
で
も
長
島
東
部
や
獅
子
島
等
は
概
ね
南
肥
後
式
を
と
る
の
で
あ
る
（
長
島
西
部
は
い
わ
ゆ
る
長
島
式
）
。

I

•
I
I

類
の
姿
な
ど
か
ら
す
れ
ば
一
お
う
、
長
島
式
↓
南
肥
後
式
の
変
化
（
●0
▽
↓
0
●
▽
、
つ
ま
り
変
化
〔
8

〕
）
が
想
定
で
き
そ
う
だ
が
、

I
I
I
.
w
.
V
類
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
南
肥
後
式
↓
長
島
式
の
変
化

(
O
⑥
▼
↓
0
0
▼
、
つ
ま
り
変
化
〔
6
〕
）
が
考
え
ら
れ
る
。

う
意
味
で
、
表
四
の
鹿
児
島
諸
方
言
の
中
に
は
、
南
肥
後
式
か
ら
の
変
化
と
見
る
べ
き
場
合
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、

〇
▼
型
と

0
0
▼
型
の
差
は
、
前
記
●
●
▽
型
と
〇
●
▽
型
の
差
な
ど
と
同
様
、

そ
う
言
え
ば
、

こ
の

O

ア
ク
セ
ン
ト
核
に
関
与
し
な
い
故
、
必
ず
し
も
は
っ
き

そ
う
い

一
見
や
や
特
殊
な
様
だ
が
、
無
理
な
推
論
と
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七 六

次
に
藤
津
式
は
、
長
島
式
の
皿
．

w
．
V
類
が
前
記
〔
2
〕
及
び
〔
玲
〕
の
変
化
を
起
こ
し
た
も
の
で
、
肥
前
東
南
部
や
肥
後
北
部
あ

こ
れ
に
対
し
上
甑
島
式
は
、
長
島
式
の

III.w.
＞
類
助
詞
接
続
形
が
〔
加
〕
の
変
化
を
起
こ
す
べ
き
過
渡
期
に
あ
る
と
も
言
え
る
も

の
。
薩
南
や
甑
島
・
黒
島
あ
た
り
に
或
程
度
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
薩
南
喜
入
町
な
ど
、
概
ね

0
0
▼
型
の
段
階
に
と
ど
ま
る
も

の
や
、
上
甑
島
江
石
の
●
〇
▼
型
な
ど
、
●
〇
▽
型
に
一
歩
近
付
い
た
も
の
も
あ
る
。

筑
前
式
）
の
如
き
姿
か
ら
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

に
お
け
る

I
.
I
I
類
が
前
記
〔
4
〕
及
び
〔
9
〕
の
変
化
を
起
こ
し
、
皿
．

w
．
V
類
に
合
併
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

島
一
部
）
な
ど
は
そ
の
中
間
的
過
程
を
示
す
と
も
言
え
よ
う
。

〔
o
o
.
o＠
▽
〕
等
々
い
ろ
ん
な
姿
が
認
め
ら
れ
る
訳
で
、
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
も
、

的
に
は
概
ね
、
表
四
の
西
南
部
式
諸
方
言
か
ら
の
変
化
が
考
え
ら
れ
そ
う
だ
が
、
筑
後
あ
た
り
の
一
型
式
は
、
筑
前
式
か
ら
の
変
化
と
い

う
様
な
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
言
え
ば
、
表
三
の
厳
原
式
や
豆
殷
式
な
ど
も
、
〔
●
0
●
●
0
▽
〕
一
型
に
一
歩
近
付
い
た
も
の
と
見
ら

れ
る
事
、
前
述
の
如
く
な
の
で
あ
る
。

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
分
派
の
時
期

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

た
だ
、
同
じ
く
一
型
式
と
言
っ
て
も
、
そ
の
調
価
は
一
様
で
な
く
、

九
州
の
西
北
部
か
ら
東
南
部
に
か
け
て
、

い
わ
ゆ
る
一
型
式
に
つ
い
て

た
り
に
か
な
り
認
め
ら
れ
る
。

右
記
都
城
式
の
他
、

概
ね
表
四
の
鹿
児
島
式

〔
●

O
・
O
●
▽
〕
ヽ

平
内
式
（
屋
久

〔
●
0
●
●
●
▽
〕
ヽ

(
1
)
以
上
、
巨
視
的
な
立
場
か
ら
九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜
を
考
え
た
。
子
細
に
つ
い
て
は
な
お
問
題
も
あ
り
そ
う
だ
が
、

或
程
度
の
多
様
性
が
想
定
さ
れ
る
。

原
則

例
え
ば
都
城
な
ど
の
一
型
〔
°
•
•
O
O

▼
〕
は
、

相
当
な
広
さ
の
帯
状
で
分
布
す
る
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
は
、

何
れ
も
右
記
西
南
部
式
（
ま
た
は
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九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

が
有
力
な
の
で
あ
る
。

が
、
音
変
化
現
象
等
は
、

例
え
ば
、
日
本
の
中
央
部
に
最
も
近
い
豊
前
・
豊
後
地
方
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
九
州
諸
方
言
の
古
い
姿
を
示
す
と
い
う
の
は
、
例
の
方

言
周
圏
論
に
矛
盾
す
る
様
だ
が
、
ア
ク
セ
ン
ト
現
象
等
に
関
し
て
は
、
金
田
一
春
彦
氏
も
説
か
れ
る
如
く
、
一
般
に
中
央
語
よ
り
辺
域
諸

方
言
に
新
し
い
変
化
形
が
多
い
様
で
あ
る
。
現
に
近
畿
周
辺
部
等
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
概
ね
京
都
式
か
ら
変
化
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
し
、(11) 

更
に
は
表
五
の
如
く
、
山
陽
式
（
出
雲
以
外
の
山
陰
地
方
を
含
む
）
等
の
い
わ
ゆ
る
乙
種
系
ア
ク
セ
ン
ト
も
、
京
都
式
か
ら
の
変
化
と
見
る
説

も
と
も
と
、
個
々
の
単
語
形
分
布
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
周
圏
論
的
解
釈
の
適
用
で
き
る
場
合
が
多
い
様
だ

つ
と
に
西
欧
言
語
地
理
学
者
も
指
摘
し
た
如
く
、
む
し
ろ
周
辺
部
で
起
こ
り
易
い
と
言
え
よ
う
か
。

九
州
諸
方
言
の
中
、

(
2
)
所
で
、
表
五
の

A
式
（
九
州
諸
方
言
の
祖
ア
ク
セ
ン
ト
）
と
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
分
派
は
、
概
ね
南
北
朝
頃
（
京
都
で
IIIII
類
の
合

併
し
た
時
期
）
以
前
に
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
型
式
を
は
じ
め
表
三
の
筑
前
式
諸
方
言
等
は
、

類
が
合
併
し
て
い
る
が
、

と
考
え
る
必
要
は
な
い
。

概
ね

11
・
皿

こ
れ
は
、
そ
れ
ら
諸
方
言
独
自
の
変
化
と
見
る
べ
苔
も
の
で
あ
り
、
南
北
朝
期
以
降
の
京
都
方
言
が
影
響
し
た

一
拍
名
詞
「
巣
・
歯
．
碁
」
の
類
が
鹿
児
島
方
言
で
〇
▼
型
を
と
る
事
な
ど
は
、
渕
っ
て
鎌
倉
初
期
以
前
の
分
派
を
思

わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
概
ね
、
院
政

l
鎌
倉
初
期
頃
の
京
都
語
で

9
↓
●
の
変
化
を
起
こ
し
た
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
変
化
完

了
後
の
京
都
語
か
ら
分
派
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
「
巣
」
な
ど
の
鹿
児
島
ア
ク
セ
ン
ト
は
当
然
、
「
戸
・
実
」
の
類
と
同
様
●
▽
型
を
と
る

以
降
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

一
方
、
、
九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
根
幹
が
京
都
語
と
分
派
し
た
時
期
は
、
他
の
日
本
語
諸
方
言
の
場
合
と
同
様
、
中
古
期

(12) 

こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
詳
述
し
た
事
が
あ
る
が
、
九
州
諸
方
言
（
更
に
日
本
語
諸
方
言
）

い
漢
語
や
外
来
語
が
い
わ
ゆ
る
基
本
型
に
集
中
す
る
の
に
対
し
、
由
緒
深
い
漢
語
は
次
の
如
く
、
和
語
に
準
ず
る
地
域
的
対
応
を
示
す
の

セ

カ

イ

ザ

ク

ロ

シ

ョ

ウ

ブ

ド

ク

セ

ン

ミ

ケ

ン

テ
キ

で
あ
る
。
例
え
ば
、
九
類
・
画
類
・
敵
類
・
智
恵
類
・
毒
類
・
千
類
・
眉
間
類
・
地
獄
類
・
世
界
類
・
柘
梱
類
・
菖
蒲
類
・
太
鼓
類
•
最

(
3
)
 

は
ず
な
の
で
あ
る
。

更
に
言
え
ば
、

大
体
の
方
向
は
動
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。

で
は
、
耳
新
し
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音
の
区
別
等
の
形
で
残
存
）

ゴ後
類
な
ど
の
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
和
語
の
戸
類
（
一
拍
I
類）

•
山
類
（
同
I
I
I類）
・
笠
類
（
同
w
類
）
・
形
類
(
-
―
一
拍
I

類
）
・
頭
類
（
同
w
類
）

ウ

サ

ギ

カ

プ

ト

祠
VI
類
a
)
・
兎
類
（
同
VI
類
B
)
．
兜
類
（
同
VII
類
）
に
準
ず
る
方
言
的
対
応
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
結
局
、
諸
方
言
に
お
け
る
伝
統
的
漢
語
群
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
和
語
群
と
一
緒
に
変
化
し
た
為
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
諸

方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
派
は
概
ね
、
漢
語
が
話
し
言
葉
の
中
に
浸
透
し
た
頃
以
降
に
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
l
)
 
ア
ク
セ
ン
ト
以
外
の
方
言
的
特
徴
に
つ
い
て
は
詳
述
し
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
概
ね
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
比
し
、
巾
央
語
や
他
方
―
:
・
1

ロ

の
影
密
が
頻
繁
に
起
こ
り
易
い
故
、
一
般
に
、
前
記
の
如
き
方
言
分
派
関
係
の
考
察
が
困
難
で
あ
る
。
即
ち
、
八
九
州
諸
方
言
の
音
韻
体

系
や
文
法
体
系
が
、
何
時
頃
中
央
語
か
ら
分
派
し
た
か
＞
と
い
う
様
な
巨
視
的
考
察
が
難
し
く
、
む
し
ろ
、
四
ッ
カ
ナ
の
区
別
と
か
二
段

活
用
の
残
存
等
々
、
個
々
の
現
象
に
つ
き
、
中
央
語
史
上
の
位
置
を
考
察
す
べ
き
も
の
の
様
で
あ
る
。

(
l
.
1
)
し
か
し
何
れ
に
し
て
も
、
巾
古
期
以
前
の
京
都
語
の
反
映
と
見
る
べ
き
方
言
的
特
徴
は
稀
で
あ
る
。
右
記
四
ッ
カ
ナ
の
区

別
や
二
段
活
用
の
残
仔
を
は
じ
め
、
力
行
合
拗
音
・
オ
段
長
音
の
開
合
区
別

・
セ
や
ゼ
の
子
音
の
口
蓋
性
・
推
量
辞
ラ
ウ
形
・
格
助
詞
ノ
・
ガ
の
待
遇
表
現
的
区
別
・
敬
語
辞
諸
形
（
南
九
州

に
多
い
）
な
ど
は
、
何
れ
も
、
古
い
中
央
語
の
反
映
と
言
わ
れ
る
九
州
方
言
的
特
徴
で
あ
る
が
、

代
的
京
都
語
（
こ
こ
で
は
中
世
末
期
頃
以
降
の
京
部
語
を
指
す
）
で
も
存
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

さ
し
当
り
、
大
分
地
方
の
主
格
助
詞
イ
形
が
、
万
葉
や
初
期
訓
点
資
料
の
そ
れ
に
関
係
あ
り
と
す
れ
ば
、
誠
に
古
い
中
央
語
の
反
映
と

い
う
事
に
な
る
が
、
も
う
少
し
新
し
い
語
の
変
化
形
で
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
検
討
に
ま
つ
。
そ
の
他
、
九
州
方
言
の
比
況

法
ゴ
タ
ル
形
や
形
容
詞
終
止
形
ヵ
語
尾
（
西
九
州
の
嬉
シ
カ
形
）
な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、
中
央
語
で
比
較
的
早
く
口
語
性
を
失
っ
た
ら
し
い

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

八
ア
ク
セ
ン
ト
以
外
の
方
言
的
特
徴
に
つ
い
て

実
際
問
題
と
し
て
そ
れ
ら
は
、

概
ね
近

巾
央
語
史
の
ア
ウ
対
オ
ウ
の
区
別
が
、
概
ね
オ
段
長
音
対
ウ
段
長

テ
・
手
類
（
同
III
類）

コ
コ
ロ

・
心
類
（
同
＞
類
a
)

・
烏
類
（
一
拍
I
類
）
・
川
類
（
同
II
類）

ふ
サ
類

イ
ノ
チ

・
命
類
（
同
＞
類
B)
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ゴ
ト
（
如
）
や
形
容
詞
カ
リ
活
用
（
助
動
詞
接
続
形
以
外
）
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
が
、
中
世
期
の
中
央
語
で
用
い

ら
れ
な
か
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。
な
お
、
「
ゴ
ト
十
ア
ル
」
の
形
や
、
形
容
詞
の
単
純
終
止
法
嬉
シ
カ
形
自
体
は
、
中
央
語
史
上
、

稀
で
あ
る
（
中
央
語
史
の
カ
リ
活
用
も
単
純
終
止
法
は
稀
）
故
、
一
お
う
九
州
方
言
独
自
の
発
達
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
九
州
諸
方
言
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
も
、
前
記
ア
ク
セ
ン
ト
の
場
合
の
如
き
は
っ
き
り
し
た
系
譜
を
考
え
る
事
は
で
き

な
い
が
、
さ
し
当
り
前
記
第
七
項

(
1
)
に
関
連
し
て
、
八
豊
前
豊
後
方
言
に
し
ば
し
ば
中
央
語
の
古
い
姿
の
反
映
が
認
め
ら
れ
る
＞
事

な
ど
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
り
あ
え
ず
薩
隅
方
言
と
の
関
係
を
考
え
て
も
、
敬
語
辞
「
モ
ス
・
ゴ
ワ
ス
・
オ
ジ
ャ
ス
・
タ
モ
ル
・
マ
ラ
ス
ル
」
を
は
じ
め
、
薩
隅

ま
た
は
そ
の
属
島
方
言
に
中
央
語
の
古
形
が
残
存
す
る
例
も
或
程
度
存
す
る
が
、
そ
の
逆
の
例
も
ま
た
か
な
り
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
右
記
主
格
助
詞
イ
や
上
二
段
活
用
（
下
1

一
段
活
用
は
西
九
州
で
も
相
当
広
く
認
め
ら
れ
る
）

．
係
結
び
「
コ
ソ
＋
己
然
形
」
の
部
分
的

残
存
等
々
は
、
九
州
で
も
特
に
大
分
県
地
方
で
著
し
い
し
、
更
に
は
、
語
末
母
音
弱
化
・
長
母
音
の
短
音
化
・
ラ
行
子
音
脱
落
等
の
音
変

化
現
象
が
、
薩
隅
地
方
で
特
に
著
し
い
事
も
、
衆
知
の
所
で
あ
ろ
う
。

(
1
)
最
後
に
、
本
稿
の
考
察
結
果
を
、
表
―

i
表
五
及
び
ア
ク
セ
ン
ト
分
布
図
の
形
で
示
し
て
お
こ
う
。

(
2
)
 
こ
れ
ら
の
表
や
分
布
図
の
意
味
は
、
本
稿
の
記
述
を
一
読
す
る
事
に
よ
り
概
ね
明
ら
か
な
は
ず
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
若
干

(13) 

の
蛇
足
を
加
え
て
み
よ
う
。

先
ず
表
一
ー
表
四
は
、
九
州
諸
方
言
に
お
け
る
二
拍
名
詞
（
単
独
語
形
及
び
一
拍
助
詞
接
続
形
）
ア
ク
セ
ン
ト
を
整
理
し
、

成
立
関
係
を
考
え
た
も
の
で
あ
る
。
参
考
と
し
て
、
九
州
以
外
の
西
日
本
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係
を
考
え
よ
う
と
し
た
の
が
表
五

で
あ
る
。

(
2
)
 

九
結
び
に
代
え
て
ー
付
表
（
表
一

i
表
五
）
と
付
図

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
S
系
譜

し
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
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系
譜
関
係
を
説
明
す
る
為
、
現
存
し
な
い
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
を
想
定
し
て
掲
げ
た
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
、
A
式
•
B

式

等
と
称
す
る
事
に
し
た
。

(
2
.
1
)
前
述
の
如
く
本
稿
は
、
か
な
り
一
般
論
的
な
観
点
か
ら
変
化
の
可
能
性
を
考
え
た
も
の
で
あ
り
、
細
か
い
点
で
は
説
明
の

及
ば
な
い
部
分
も
あ
る
。
例
え
ば
、
表
―

i
表
五
の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
し
、
下
位
の
方
言
が
、
そ
の
上
位
の
諸
段
階
を
す
べ
て
経
由
し
た
と

は
限
ら
な
い
し
、
ま
た
逆
に
、
そ
れ
ら
諸
段
階
の
他
に
中
間
過
程
を
想
定
せ
ね
は
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
。
さ
し
当
り
、
表
一
の

A

式
↓
B
式
の
巾
間
過
程
に
お
い
て
は
、

鹿
児
島
諸
方
言
（
迎
児
島
県
大
部
分
や
宮
崎
県
一
部
・
薩
南
諸
島
一
部
等
）

し
た
場
合
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

尚
、
本
稿
は
概
ね
内
的
変
化
の
面
を
中
心
に
考
え
た
が
、
実
際
問
題
と
し
て
は
、
他
方
言
の
影
態
と
い
う
事
も
大
い
に
あ
り
得
る
。
個

々
の
方
言
の
成
立
関
係
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
も
っ
と
複
雑
な
考
察
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
表
―

i
表
五
の
矢
印
も
、
か
な
り
抽
象
的
一
般
論
的
な
性
格
の
も
の
と
い
え
る
が
、
た
だ
、
八
そ
れ
ぞ
れ
に
関
し
、

矢
印
と
逆
方
向
の
変
化
は
想
定
し
難
い
》
と
い
う
程
度
の
意
味
は
持
た
せ
得
よ
う
か
。

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

こ
よ
、

9

9

 

長
島
式
を
経
ず
、

llI
類
が

0
0
.
9
0
▼
の
如
き
型
を
と
っ
た
と
い
う
様
な
事
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
表
四
の

E
式
や
宮
之
浦
式
か
ら
直
接
的
に
変
化
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表
二
）
筑
前
式
と
西
南
部
式
の
分
派

（
表
一
）

豊
前
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
成
立

屈
。
鱈
闘
厨
0000

包

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

〔

旧

豊

前

〕

式

豊

前

式

I

I

I

m

N

V

I

I

I

m

N

V

 

●

●

●

0
 
0
0
 

0
●

0
●

J.。

●
●
▼
●

0
▽

0
0
▼

0
●
▼

0
●
▽
●

0
▽
 

B
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九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

I

I

I

m

l

V

V

 

iI-。`
―引

●

●

▽

0
●

▽

●

0
▽
 

F
 

式

0

5

5

叫
z

0
●

▽

●

0
▽
 

勝

本

式

郷

浦

式瓢
I
I
I
m
l
V
V
 

。

•
P。

0
●

▽

●

0
▽
 

G
（
旧
博
多
）
式

（
表
三
）
筑
前
式
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
成
立

峰

円口
I
I
I
N
V゜

0
▽
 

式

豆

骰

I

I

I

m

 

（
広
）
（
狭
）ol＿・。

0
●
▽

0
0
▼

●

0
▽
 

式

博

多゜
〗
臼

0
●
▽

0
▽
 

式

wi 
＞
 

内

院臨
[

式
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宮

之

浦

式畠
（
表
四
）

艮

島

拭贔
●
0
▽

0
0

►
 

南

肥

後

式畠

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

西
南
部
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
成
立

層

津

拭問
胃

●
R
▽

0

0
▽
 

●

o

o

・

●
●
▽

I
O
O
►
 

長

崎

式

I
I
I
-
m
N
I
V
 

o• 
●0 

戸：
I I鹿

II I児

杵

島

式胄
北

肥

後

式貫
Iii

南

に
問
翡
0
●
▽

R

0
▼
 

生

式

o
e
上江

0
●
▽

0

0
▼
 

I 
＇栗

II ・。
0
●
▽
 

ー
平

上

甑

島

式旦
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九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

A

式
（
九
州
諸
方
言
の
祖
）

旧

出

雲＂闘
0
0
5
▽

式

近

代

京

都

＂印鱈
5▼

00  
●●|;II 
▼ 

00  
●e1v 
▽ 

式

（
表
五
）
西
日
本
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
成
立

伊
吹
島
（
香
川
県
）
式

＂I

江色闘▼
社

I

I

m

N

V

 

屯
喜

0
0
▼

0
●
▽
●

0
▽
 

大

式

。・
0
●
▼
 

ー
日

乙

種

系

式塁
。・。・▼ 山

陽

式

諸

方

言塁
ー

00  
•elv 
▽ 

丸臣▽
式

lV 

0
0
 

0
0
▽
 

亀

00 
●●IV 
▽ 
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ヽ

｀
 

ヽ

-
C

、
'
・

1
I
I

いi 、
、?
/
~
l

••••••• 
．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

都

城

．
 

二

瓢戸

‘
〖
―
久
●
＊
＾
長

[
~
5峰

置
り
／

三
訊
彎
喜

勝（因豆郷浦

:
f
5鱈
攣

沢

？

下

甑

品

）

l
 

｀
 

一
j

（
対
馬
）
万名[、̀
‘̀ヽヽ

ヽヽ
ヽ

．
 
＇ 

平

戸

'
ク

一

l
,
 

,' 
一/
5
'，＇／ 

九

州

方

言

ア

ク

セ

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

ン

ト

分

布

図

ーヽ

ヽ

内

之

浦

、

／

（

種

五

西
表
汎
)

9

呂
之
〗
心

（
屋
久
島
）

凡
例

〇＠号〇！
西筑豊ア
市，iり前ク

塁式式セ

ァ アア ン
ククク
セセセ

卜

ンンン F h!菖

ト トト界

一
型
式
ア
ク
セ
ン
ト
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九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

(
1
)
九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
先
覚
の
御
研
究
が
多
い
が
、
特
に
、
平
山
輝
男
氏
『
九
州
方
言
音
調
の
研
究
」
（
昭
和
．
一
六
年
学
界
之

指
針
社
）
を
は
じ
め
、
金
田
一
春
彦
氏
『
日
本
の
方
言
」
（
昭
和
五

0
年
教
育
出
版
社
）
・
九
州
方
言
学
会
『
九
州
方
言
の
基
礎
的
研
究
』
（
昭

和
四
三
年
風
間
書
房
）
、
『
音
声
の
研
究
』

7
や
『
国
語
学
』

69
集
の
平
山
輝
男
氏
論
文
、
『
音
声
学
会
会
報
』

6
5
.
6
6
や
『
鹿
児
島
大
学
文
学

科
論
集
』

2
.
8
の
上
村
孝
二
氏
論
文
等
は
参
照
す
る
所
が
多
か
っ
た
。

(
2
)
言
語
変
化
に
お
け
る
円
的
変
化
と
外
的
変
化
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
語
の
歴
史
』
（
汐
文
礼
『
新
日
本
語
講
座
』
④
）

71
頁
ー
の
拙
稿

等
を
参
照
の
事
。
も
と
も
と
．
一
・
・
ロ
語
は
、
そ
の
ア
ー
ビ
ト
ラ
リ
ー
性
の
故
に
、
内
的
自
然
的
変
化
の
可
能
性
を
内
蔵
し
て
い
る
が
、
ま
た
直
語
以

外
の
要
因
（
経
済
的
・
政
治
的
・
社
会
的
要
因
等
）
や
、
他
の
言
語
（
方
言
の
菜
を
含
む
）
の
影
堀
等
に
基
く
外
的
変
化
も
あ
り
得
る
。
例
え

ば
中
央
語
史
に
お
け
る
撥
音
・
促
音
の
発
達
に
関
し
て
も
、

j
o
m
i
t
e
↓
j
o
m
t
e
(
読
）
•
k
a
t
i
t
e

↓

k
a
t
t
e(
勝
）
な
ど
、
語
中
狭
母
音
脱
落
と

い
う
様
な
面
か
ら
説
明
す
れ
ば
、
内
的
変
化
と
見
な
さ
れ
る
が
、
ま
た
一
方
、
こ
れ
を
外
的
変
化
と
し
て
、
漠
字
音
の
三
円
鼻
音
や
人
声
音
の

影
響
等
を
想
定
す
る
事
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。

(
3
)
本
稿
は
一
お
う
二
拍
名
詞
ア
ク
セ
ン
ト
を
中
心
に
考
え
る
が
、

1
類
~
>
類
の
如
き
ア
ク
セ
ン
ト
型
分
類
及
び
そ
の
所
属
語
槃
に
つ
い
て
は
、

『
国
語
学
辞
典
（
東
京
堂
）
訊
頁
！
等
を
参
照
の
事
。
そ
の
一
部
を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

オ

ト

カ

ワ

イ

シ

ナ

ッ

I
類
1
1船
．
記
‘
．
翫
…
•
耐
．
和
…
；
。

1
1類
1
1音
．
J
l
l．剛
…
・
・
石
・
夏
・
・
・
・
・
・

°
m
類
1
1均
．
釘
．
叫
．．．． 

記
．
バ
…
•
•
。

I
V類
1
1組
．

稲
・
笠
：
：
：
海
•
松
…
•
•
。
>
類
1
1

雨
•
井
戸
・
鮒
：
・
・
秋
・
春
：．．． 

右
の
場
合
、
各
類
所
属
語
の
う
ち
第
一
一
拍
広
母
音
語
を
先
に
掲
げ
、
同
狭
母
音
語
を
後
に
挙
け
た
。

(
4
)
本
稿
の
ア
ク
セ
ン
ト
表
示
に
お
い
て
、
●
●

0
は
そ
れ
ぞ
れ
高
音
拍
・
低
音
拍
を
示
す
。
ま
た

0
は
高
音
・
低
音
両
様
に
実
現
す
る
可
能
性
の

あ
る
拍
を
示
す
a

な
お
、
▼
・
▽
な
ど
は
ガ
・
ニ
・
ヲ
の
如
き
一
拍
助
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
不
す
。

(
5
)
本
稿
で
は
、
概
ね
こ
の
様
な
原
則
に
よ
り
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
本
稿
で
変
化
〔
2
〕
と
言
え
ば
、
す
べ
て

0
●
↓
0
0

の
変
化
を
指
し
、
変
化
〔
暉
〕
と
言
え
ば
●
●
0
↓
0
●
0
の
変
化
を
意
味
す
る
。
尚
、
二
拍
名
詞
十
一
拍
助
詞
の
形
0
●
▽

.

.
 。▽
が
、

そ
れ
ぞ
れ
三
拍
語
0
●
0
.
.
 
。
0
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
事
、
言
を
ま
つ
ま
い
。

(
6
)
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
一
年
九
月
島
根
大
学
国
語
国
文
学
会
講
演
会
で
話
し
た
事
が
あ
る
。
第
1

一
拍
狭
母
音
語
に
関
し

w
.
V類
の
区
別

が
存
す
る
事
は
、
一
お
う
動
か
な
い
と
思
う
が
、
唯
、
大
社
方
言
で

III.w類
が
完
全
に
合
併
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
検
討
の
余
地
も
あ
る
。

(
7
)
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
〔
泣
〕
・
〔
泣
〕
な
ど
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
前
記
第
一
項
(201)
「
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
一
般
的
方
向
」
を
参
照
さ
れ
た

U

註】
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指
す
。
註
3
を
も
参
照
の
事
。
以
下
同
様
。

(11)

『
文
学
』

22
巻
8
号
そ
の
他
の
金
田
一
春
彦
氏
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(12)
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
分
派
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
『
講
座
国
語
史
2
巻
』
（
昭
和
四
七
年
大
修
館
）

166
頁
ー
や
『
方
言
研
究
叢
害
3
巻
』
（
昭
和

四
九
年
三
弥
井
書
店
）
そ
の
他
の
拙
稿
を
参
照
の
事
。

(
1
3
)更
に
蛇
足
を
重
ね
る
と
、
例
え
ば
表
一
の
豊
前
式
で
、
I
I
I
類
の
単
独
形
を
0
●
~
と
し
た
の
は
、
I
.
1
1

類
の
〇
●
と
区
別
が
あ
る
事
を
示
す

た
め
で
あ
る
。
音
声
学
的
に
は
0
●
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
表
三
の
F

式
に
お
け
る
I
.
1
1

類
単
独
形
の
●
●
~
も
、
概
ね
そ
れ
に
準
ず

る
が
、
こ
の
場
合
の
調
価
は
●

C
に
近
い
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
表
五
の
伊
吹
島
式
に
お
け
る
11
類
の
調
価
な
ど
よ
く
検
討
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

※

表

二

の

E
式
に
お
け
る

I
I
I
類
の
＠
は
、
高
音
・
低
音
の
両
様
に
発
音
さ
れ
得
る
事
を
示
す
。

I

I

I

 

表

三

の

郷

浦

式

に

お

け

る

な

ど

の

（

広

）

（
広
）
一
（
狭
）
一

ニ

ワ

カ

ワ

ト

リ

イ

シ

•
I
I
類
の
庭
・
川
な
ど
が
、
m
類
語
大
部
分
と
共
に
。
•
•
O
●
▽
型
を
と
り
、
I
.
I
I

類
の
烏
·
石
な
ど
が
、
w
.
＞
類
語
大
部
分
と
共
に

・
。
●
●
〇
▽
型
を
と
る
訳
で
あ
る
。

※
ア
ク
セ
ン
ト
分
布
図
は
、
巨
視
的
観
点
か
ら
九
州
諸
方
言
を
、
豊
前
式
・
筑
前
式
・
西
南
部
式
・
一
型
式
の
四
種
に
分
か
ち
、
そ
の
分

布
を
示
し
た
も
の
。
こ
の
他
に
、
い
わ
ゆ
る
曖
昧
式
ア
ク
セ
ン
ト
を
一
区
域
と
し
て
示
す
立
場
も
あ
る
が
、
「
曖
昧
」
の
概
念
も
曖
昧
で
あ

る
。
見
方
に
よ
っ
て
は
、
九
州
の
か
な
り
の
地
域
が
そ
れ
に
含
ま
れ
そ
う
で
あ
る
。

右
記
四
種
の
そ
れ
ぞ
れ
を
、
更
に
下
位
区
分
し
得
る
事
な
ど
言
を
ま
つ
ま
い
。
こ
の
場
合
、
壱
岐
や
対
馬
島
内
の
下
位
区
分
は
、
か
な
り
は

※ 
い
。
以
下
同
様
。
な
お
二
拍
名
詞
十
一
拍
助
詞
の
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
〔
0
0
▼
↓
●
0
▽
〕
は
、
前
記
三
拍
語
の
〔
0
0
●
↓
●
0
0
〕

に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
事
勿
論
で
あ
る
。
註
5
を
も
参
照
の
事
。

(
8
)

『
音
声
学
会
会
報
』

8
4
.
8
5
の
山
名
邦
男
氏
論
文
、
『
国
語
研
究
』
（
国
学
院
雑
誌
）

21

．22
の
金
田
一
春
彦
氏
論
文
、
同
誌
22
和
田
実
氏
論

文
等
参
照
の
事
。

(
9
)

『
国
語
学
』

69
集
の
平
山
輝
男
氏
論
文
で
も
、
こ
の
枕
崎
方
言
に
よ
く
似
た
種
子
島
西
表
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
他
の
西
南
部
式
諸
方
言
か
ら

変
化
し
た
新
し
い
姿
と
見
な
し
て
い
ら
れ
る
。

な
ど
の
（
広
）

I

I

I

 

（
広
）
一
（
狭
）

(10)
本
稿
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
語
彙
分
類
に
お
し
て

九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

（
狭
）
に
つ
い
て
は
、
注

(10)
を
参
照
の
事
。
結
局
、
郷
浦
式
で
は

I

（
狭
）
は
そ
れ
ぞ
れ
、
第
二
拍
広
母
音
語
・
同
狭
母
音
語
を
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九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜

っ
き
り
し
た
境
界
が
ひ
け
そ
う
だ
が
、
西
南
部
式
の
下
位
区
分
な
ど
は
、
必
ず
し
も
境
界
の
明
ら
か
で
な
い
場
合
が
あ
る
。

種
子
島
や
五
島
地
方
を
は
じ
め
、
各
地
に
お
け
る
西
南
部
式
と
一
型
式
の
境
界
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
に
ま
つ
部
分
も
あ
る
。
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